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研究成果の概要（和文）：本研究では、金色知覚の特異性の有無の解明のために、光沢弁別と視覚探索の心理物
理実験および脳波計測実験を行なった。光沢弁別実験では、刺激の光沢度レベルにかかわらず、金色刺激の光沢
度閾値には他の色に比べて特異性は見られなかった。視覚探索実験では、目標刺激の結合探索を行い、検出する
までの応答時間を測定したが、金色刺激が他の色度刺激に比べて、応答時間に差があることは認められなかっ
た。脳波計測実験では、オドボール課題を用いて脳波パターンを計測した。その結果、金色刺激と赤色刺激間に
差が見られた。結果を総合して、金色知覚には、視覚系初期過程では特異性はないが、高次中枢レベルでは特異
性があることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：We carried out psychophysical experiments of gloss discrimination and visual
 search, and ERP measurements in order to see whether gold perception was different from other gloss
 perceptions with different colors. It was obtained in the psychophysical experiments that 
thresholds for gloss discrimination were not different across four colors, including gold, at any 
gloss level, and that response times for gold did not show particular difference in detecting a 
target in a conjunction visual search paradigm. In the ERP measurements, it was shown that ERP 
responses for gold seemed different from that for glossy red. These results suggest that particular 
characteristic of gold perception might be caused in a higher level of the visual system.
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１．研究開始当初の背景 

（１）光沢知覚については, これまで心理物
理学, 生理学, 脳イメージングの各分野で数
多くの研究があり, その特性もかなり明らか
となってきている。これまでの光沢などの質
感の研究は, その質感知覚のメカニズムを調
べることを目的とし, 刺激の色の見えには注
目しない場合がほとんどである。「金色」で代
表されるような, 光沢によって生まれる色感
覚に注目した研究は最近始まったばかりであ
り今後の展開が期待されている。 

（２）「金色」は光沢の付いた表面色（ここで
は光沢色と呼ぶ）の中でも独特であり, 光沢
が付くことで色名が黄色（あるいはオレンジ
色）から金色へと変化する。しかも金色はカ
テゴリー的な基本色であり, このような特徴
を持つ色は金色と銀色以外にはない。サルを
用いた生理学実験からカテゴリー基本色には
脳内に特別な処理経路があることが示されて
いることなどから, 金色知覚は他の光沢色と
は異なった処理経路が存在することが予想で
きる。 

 

２．研究の目的 

（１）「金色」は美術工芸品などに多く用いら
れ, 見る人に優雅さや豊かさ, あるいは際立
ちといった独特な感覚を与え, 古今東西, 特
別に尊重されている色である。このような感
覚は他の光沢面では生じないものである。こ
のような金色知覚の特性は, 色覚や光沢感処
理といった低次視覚系経路あるいは高次脳内
処理経路で生まれる可能性がある。 

（２）低次視覚系経路に関しては, 金色表面
では光沢の僅かな変化が分かり, 他の光沢色
では分からないという金色表面の光沢弁別の
高感度性, また, 金色表面が他の光沢色に比
べて目立ち易いという顕著性の有無を心理物
理実験により明らかにする。高次脳内処理経
路に関しては, 脳波（ERP：事象関連電位）に
よって金色表面刺激に対する脳活動を計測し
て, 金色表面知覚に特化した脳内処理経路の
有無を明らかにする。 

 

３．研究の方法 

（１）実験刺激 

 呈示する光沢表面色刺激は 3D-CG を用い
て作成された。形状は３種類（星, 皿, カップ）
（図１）, 色度は４種類（赤, 黄, 緑, 青）（図
２）, 光沢度は５レベル（０から１０までから）
（図３）選んだ。光沢度０は, 鏡面反射率＝０, 

拡散反射率＝１の全く光沢ない表面であり, 

光沢度１０は鏡面反射率＝１, 拡散反射率＝
０の鏡面光沢面である。色度は均等色度図（u’,  

v’）上の同彩度で異なった色相を選んだ。 

 

 

 

 

 

図１．刺激の３種類の形状 

 

 

 

 

 

図２．刺激の４種類の色 

 

 

 

 

図３．刺激の５レベルの光沢度 

 

（２）光沢弁別閾値測定実験では, 被験者は
４個の呈示刺激の中で他とは違う刺激を１個
弁別するという 4AFC (four alternative 

forced choice) 法を用いた。刺激は視角 52 x 

32.5deg, 輝度 6.5 cd/m2 の黒背景上の中央に
呈示される。縦横 5.2deg の範囲内に４個呈示
される。刺激１個のサイズは形状により多少
異なり, 2.1~2.5deg である。刺激輝度はピク
セルで異なるが 14~42cd/m2 である。４個の
刺激が同色の条件と全て異なっている条件を
設定した（図４）。 

 

 

 

 

 

図４．刺激の 1 色呈示（左）と４色呈示
（右） 

 

（３）顕著性測定実験では, 光沢と色との視
覚結合探索を行う。目標刺激は妨害刺激と光
沢度と色度が異なる１種類の組み合わせの刺
激となる。被験者は呈示された刺激の中から
目標刺激を検出する（図５）。刺激呈示から検
出までの応答時間を測定する。１試行の呈示
画面の中の複数刺激の色度は４種類, 光沢度
は２種類, 形状は１種類である。試行毎に刺
激形状はランダムに３種類から選択される。
パラメータとして光沢度の差は４条件に設定
された。呈示刺激の個数は縦横１６個の６４
個である。刺激は視角 52 x 32.5deg, 輝度 6.5 

cd/m2 の黒背景上に縦横 22deg の大きさの画
面内に呈示される。１個の刺激の大きさは形
状により多少異なるが, 1.8~2.2deg である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５．目標刺激（左）と刺激配置（右） 

（４）脳波計測実験 



 脳波の計測には AP1524（デジテックス社
製）を用いた（図６）。サンプリングレートは
1000Hz, 電極配置は国際 10-20 法である。刺
激の色は４種類, 光沢度は２種類（０と１０）, 

形状は３種類を使った。実験手続きとしては
オドボール課題を行なった。刺激は黒色背景
（52 x 32.5deg）の中央に 10.8~12.3deg の大
きさで, ３秒呈示され, ISI は２秒である。光
沢度０（マット刺激）と１０（光沢刺激）の刺
激がそれぞれ, ８０％と２０％の頻度で呈示
される。被験者は画面中央を固視する。刺激
呈示から脳波計測を始める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６．脳波計測の様子 

 

４．研究成果 

（１）光沢弁別閾値測定 

 図７に１色呈示条件での光沢弁別閾値の測
定結果を示す。被験者３名に結果である。１
色呈示条件では、刺激の色度による光沢弁別
閾値に差はなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７．１色呈示条件での光沢弁別閾値。 

 

 図８に４色呈示条件の結果を示す。刺激の
色度による閾値の違いはあったが、金色にお
ける閾値が他の色に比べて異なる特性を示し
てはいないことがわかった。これらの結果か
ら、光沢弁別において金色の特異性あるとは
認められなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８．４色呈示条件での光沢弁別閾値。 

 

（２）顕著性測定実験 

 図９上図に３種類の目標刺激と某ガキ刺激
の光沢度の組み合わせにおける目標刺激の検
出反応時間結果を示す。被験者は１名である。
他の被験者もほぼ同様な結果を示した。この
結果から、特に金色の反応時間が他の色の反
応時間と異なるということは認められなかっ
た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９．目標刺激の検出反応時間。（上）目標
刺激と妨害刺激の光沢度の３種類の組み合わ
せの結果が目標刺激色別に示されている。
（下）光沢度の組み合わせが黄色と金色の境

界をまたぐ条件。 

 

 図９下図は光沢度の組み合わせが黄色と金
色を跨ぐ条件での結果である。被験者４名の
結果である。この結果は全ての被験者におい
て金色の反応時間が他の３色よりも小さい条
件があることを示している。 

 以上の実験結果から、金色の明確な特異性



は認められなかったが、黄色と金色に適切な
光沢差をつけることで、ここでは金色に有意
差がなかった被験者でも有意差が生まれる可
能性が示唆された。 

 

（３）脳波計測実験 

 図１０に脳波測定実験の結果を示す。刺激
の呈示後 150, 200, 250, 300ms で測定した脳
波パターンの変化が黄色刺激と金色刺激とで
示されている。被験者は１名である。黄色刺
激と金色刺激の脳波パターンを比較すると、
明らかに違いが見られた。ただし、この差が
有意かどうか、また、どうような意味がある
か、金色だけの特徴であるかどうかについて
は今後の課題として残された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１０．黄色刺激と金色刺激に対する脳波パ
ターン。金色刺激がオドボール刺激として呈

示される。 
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